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1

Q

A

第6次NACCSの「ACL11(ACL情報登録呼出し)」業務で「輸出申告番
号」で呼び出そうとしましたが、エラーとなり呼び出せませんでした。
なぜでしょうか。

ACL11 情報呼出しのキー項目

第6次NACCSACL11業務では「輸出申告番号」からの呼出しは
不可となっております。

【呼出キーとなる項目】

・船会社コード+ブッキング番号(+枝番）

・N-S/I番号

・輸出管理番号



2

貨物を紐づけない場合のACL01/02入力

Q

A

貨物情報登録（ECR）で払出された、貨物管理番号をACL情報で紐づ
けない（貨物情報、コンテナ情報とのリンクを行わない）場合はどう
すればいいのでしょうか。

第5次NACCSでは輸出管理番号を紐づけない場合「X」を入力してい
ただいていましたが、第6次NACCSでは、「X」の入力が不要となり
ました。輸出管理番号を紐づけない場合はブランクで送信してくださ
い。

「X」の入力は不要。



3

外部ファイル保存

Q

A

パッケージソフトで第5次NACCSのACL送信電文を外部ファイル保存
し、使いまわしていました。このファイルは第6次NACCS ACL業務で
も流用できるのでしょうか。

第5次NACCSの外部保存ファイルは第6次NACCSのACL関連業務では
流用できません。入力項目の追加削除や桁数の変更を行った為です。



4

帳票カスタマイズ

Q

A

第5次NACCSのACLカスタマイズ帳票は第6次NACCSでも使用できる
のでしょうか。

第5次NACCSのACLのカスタマイズ帳票は第6次NACCSでは流用でき
ません。

尚、第6次NACCSのACL業務標準帳票はB/L様式となっており、印刷
枚数を減らすことができますので、カスタマイズと同じ効果がありま
す。

また、第6次NACCS版ACLカスタマイズサンプルを用意しております。

第6次掲示板ACLのページに掲載しておりますのでぜひご利用下さい。



5

荷受形態名、荷渡形態名欄

Q

A

第6次NACCS ACL01業務の入力項目の荷受形態名、荷渡形態名欄はど
のような意味があるのでしょうか。

荷受形態コード、荷渡形態コードに「OT：その他」を選択頂いた場合
に入力頂きます。



6

重量、容積不一致判定

Q

A

第6次NACCSACL業務にて送信したら、

W0001:共通部の合計貨物重量（グロス）と繰返部の各コンテナの

貨物重量（グロス）の合計において、重量単位コード（グ

ロス）がすべて同一にもかかわらず、貨物重量（グロス）の

合計に差異がある。

W0002:共通部の合計貨物容積（グロス）と繰返部の各コンテナの

貨物容積（グロス）の合計において、容積単位コード（グ

ロス）がすべて同一にもかかわらず、貨物容積（グロス）の

合計に差異がある。

というエラーが出力されました。これはどういう意味ですか。

第6次NACCS ACL01業務では共通部の合計グロス重量/容積と繰返
部の各コンテナの合計重量/容積を比較し、不一致判定を行います。
W0001/W0002は不一致となった場合の注意喚起です。



7

マスターB/L番号欄

Q

A

第6次NACCSACLではマスターB/L番号を入力する欄が出来ましたが、
必ず入力しなければなりませんか。

必須ではありません。
事前に船会社からB/L番号を通知されている場合のみ、そのマスター
B/L番号を入力してください。



8

通知先の照会

Q

A

「IAL(ACL情報照会)」業務で、「通知先」は照会できますか。

第6次NACCSのIAL業務では通知先も表示されますので照会が可能で
す。また、ACLの出力情報でも通知先は表示されます。



9

ACL01/ACL02業務による仮登録後の訂正方法

Q

A

ACL01/ACL02業務で処理区分「8：仮登録」で仮登録を行った後、仮
登録を行ったACL情報の「積載予定船舶コード」「航海番号」「積出
港」を変更したい場合、どうすればよいのでしょうか。

仮登録を行った後、ACL情報の「積載予定船舶コード」「航海番号」
「積出港」の変更が発生し、仮登録情報の訂正を行う場合、処理区分
「7：仮登録訂正」 をご利用ください。なお、本処理区分につきまし
ては、平成30年3月18日から送信が可能となります。


